
 

 

 

公益社団法人久慈法人会（会長嵯峨吉彦）と久慈間税会（会長桑畑博）は令和５年２月７日

火曜日午後４時００分からロイヤルパークカワサキで新春講演会を開催しました。 

今年は『人生で大切なことは、すべて厨房で学んだ』～心を磨く働き方で人生は輝きだす～

と題して新宿調理師専門学校校長 上神田梅雄氏よりご講演をいただきました。上神田先生は、

普代出身で著書に「調理師という人生を目指す君に」など何冊も本を出版しております。当日

は上神田先生監修のマンガ「料理を仕事にすること」を参加者全員にプレゼントしていただき

ました。 

試練の壁を学びの好機ととらえ自分を高める大切さそして、プロの料理人とは「人を喜ばせ

る料理を作ること。心の胃袋も満たすことができること」とし「目の前の客の味の好みを読み

取ることが重要で奥の深い仕事でもある」と半生を振り返り、今後は食文化を繋ぐことを行っ

ていきたいと熱く語りました。参加者は約 100 名‼上神田先生の同級生、普代村の方々、そして

県内外からも申し込みがあり先生の交流の深さが感じられました。交流会は 40 名限定で行われ

たので、参加できなかった方もあり、大変ご迷惑をおかけいたしました。 

 沢山のご参加、ありがとうございました。 

 

  

 

 

          


